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し
ま
ね
労
連
な
ど
が
主
催

す
る
「
第
９
２
回
島
根
県
中

央
メ
ー
デ
ー
」
が
１
日
、
松

江
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
の
村
上
一

（
ま
こ
と
）
委
員
長
は
、
収

束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
国

の
コ
ロ
ナ
対
策
を
批
判
。「
今

年
は
衆
院
選
の
年
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
菅
政
権
を
退

陣
さ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
は
、
田
中
肇
、
舟
木
健

治
、
橘
ふ
み
各
松
江
市
議
と

と
も
に
「
コ
ロ
ナ
危
機
の
も

と
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
と
い
う
要
求
の
一
致
点

で
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
す
」
と
連
帯
あ

い
さ
つ
に
立
ち
ま
し
た
。 

集
会
後
、
幹
線
道
路
沿
い

で
「
原
発
再
稼
働
絶
対
反
対
」

「
最
低
賃
金
は
全
国
一
律
い

2021年 

 

 

 

稿
し
た
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
付
き
の
ツ
ィ

ー
ト
が
４
５
万
件
を
超
え
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
▼
ツ
ィ
ッ
タ
ー

デ
モ
は
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会
が
４
月
９
日
付
で

日
本
看
護
協
会
に
看
護
師
約
５
０
０

人
を
大
会
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

動
員
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
こ
と

を
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
ス
ク
ー
プ

し
、
報
道
し
た
後
の
４
月
２
８
日
に

開
始
。「
五
輪
に
派
遣
す
る
余
裕
が
あ

れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
、
逼

迫
し
た
医
療
現
場
に
看
護
師
を
派
遣

し
て
」「
い
ま
や
る
べ
き
は
五
輪
開
催

よ
り
医
療
体
制
の
強
化
、
看
護
師
が

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
だ
」

な
ど
の
訴
え
は
、
非
組
合
員
の
医
療

関
係
者
か
ら
も
賛
同
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
▼
医
療
現
場
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら

人
手
不
足
が
深
刻
な
上
に
、
感
染
拡

大
で
現
場
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
っ

て
く
れ
ば
通
常
診
療
と
は
別
に
、
人

手
を
割
い
て
特
別
の
体
制
も
必
要
と

な
り
、
現
場
は
１
人
で
も
抜
け
れ
ば

回
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
が
実
態
だ

▼
し
か
し
、
菅
首
相
は
緊
急
事
態
宣

言
を
繰
り
返
し
、
ひ
た
す
ら
人
々
に

自
粛
と
我
慢
を
強
い
る
だ
け
で
医
療

体
制
の
拡
充
や
検
査
拡
大
は
全
て
そ

の
場
し
の
ぎ
の
空
約
束
。
そ
の
一
方

で
何
が
あ
ろ
う
と
五
輪
開
催
に
突
き

進
も
う
と
し
て
い
る
▼
「
看
護
の
日
」

の
５
月
１
２
日
に
北
海
道
医
労
連
が

呼
び
か
け
た
デ
モ
第
２
弾
で
は
「
命

よ
り
も
優
先
す
べ
き
こ
と
っ
て
何
？

命
優
先
で
国
民
を
守
っ
て
」
と
訴
え
。

ツ
ィ
ッ
タ
ー
デ
モ
に
参
加
し
た
日
本

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
５
月

６
日
の
記
者
会
見
で
「
主
権
国
家
と

し
て
主
体
的
に
夏
の
五
輪
中
止
の
決

断
を
」
と
強
く
求
め
て
い
る
。 

（
遠
） 

「
＃
看
護
師
の
五
輪
派
遣
は

困
り
ま
す
」
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
で
医
療
体
制
が
逼
迫

す
る
中
、
愛
知
県
医
労
連
が
投
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ま
す
ぐ
１
０
０
０
円
以
上

に
」「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
政
府
に
求
め
よ
う
」

連帯あいさつに立つ尾村県議（右端）と市議団（松江市） 

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。 

 

憲
法
９
条
は
世
界
の
宝

「
メ
イ
ク
ピ
ー
ス
の
集
い
」

が
３
日
、
松
江
市
で
開
か
れ

ま
し
た
。
思
想
信
条
や
党
派

の
違
い
を
超
え
、
憲
法
改
悪

反
対
の
一
点
で
共
同
す
る

「
憲
法
改
悪
反
対
！
５
・
３

実
行
委
員
会
」（
岡
崎
由
美
子

代
表
）
の
主
催
。（
写
真
） 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
映
画

監
督
の
三
上
智
恵
さ
ん
が

「
伝
え
き
れ
な
い
沖
縄
・
平

和
へ
の
思
い
」
と
題
し
て
講

演
し
、
市
民
ら
２
５
０
人
が

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

三
上
さ
ん
は
、
現
在
強
行

さ
れ
て
い
る
辺
野
古
新
基
地

建
設
や
宮
古
島
・
石
垣
島
へ

の
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
配

備
の
背
景
に
「
第
一
列
島
線
」

と
い
う
米
国
の
対
中
戦
略
が

あ
る
と
指
摘
し
、「
沖
縄
だ
け

で
な
く
、
日
本
列
島
が
防
波

堤
と
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

沖
縄
戦
の
取
材
を
通
じ
て

「
軍
隊
は
住
民
を
守
ら
な

共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
、

田
中
肇
、
舟
木
健
治
、
橘
ふ

み
各
市
議
が
市
内
で
宣
伝
し

ま
し
た
。（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
急
拡
大
の
も
と
、
い

ま
政
治
に
求
め
ら
れ
る
の
は

憲
法
の
理
念
を
全
面
実
践
す

る
政
治
で
あ
り
、
①
大
規
模

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
②
抜
本
的

な
医
療
支
援
、
③
雇
用
と
営

業
を
守
る
十
分
な
補
償
と
直

接
支
援
こ
そ
政
治
の
責
務
と

強
調
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

島
根
原
発
２
号
機
の
原
子
力

規
制
委
の
主
要
審
査
が
終
了

し
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
福
島
原

発
事
故
の
教
訓
は
安
全
な
原

発
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
原
発
事
故
は
、

憲
法
が
保
障
す
る
生
存
権
、

幸
福
追
求
権
、
財
産
権
を
奪

い
去
り
ま
し
た
。
２
号
機
の

再
稼
働
な
ど
絶
対
に
許
せ
な

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。 

各
市
議
は
「
４
月
の
市
議

選
で
３
議
席
を
守
り
抜
い
た

力
で
憲
法
を
守
り
生
か
す
市

政
を
つ
く
る
。
来
る
べ
き
総

選
挙
で
野
党
連
合
政
権
を
実

現
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

５
月
臨
時
県
議
会
が

１
８
、
１
９
の
両
日
開
か

れ
、
常
任
委
員
会
や
特
別

委
員
会
な
ど
の
選
任
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村

利
成
県
議
は
「
文
教
厚
生

委
員
会
（
健
康
福
祉
部
、

病
院
局
、
教
育
委
員
会
所

管
）
」
に
、
大
国
陽
介
県

議
は
「
農
林
水
産
商
工
委

員
会
（
農
林
水
産
部
、
商

工
労
働
部
、
労
働
委
員
会

な
ど
所
管
）
」
に
所
属
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

特
別
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
尾
村

県
議
が
「
地
方
創
生
・
行

財
政
改
革
調
査
特
別
委

員
会
」
に
、
大
国
県
議
が

「
中
山
間
地
域
・
離
島
振

興
特
別
委
員
会
」
へ
の
所

属
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

＊
＊
＊ 

６
月
定
例
県
議
会
は

６
月
８
日
に
開
会
し
、
７

月
１
日
ま
で
の
２
４
日

間
の
会
期
と
な
る
予
定

で
す
。 

質
問
戦
は
６
月
１
５

～
１
８
日
ま
で
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
６
月
２
１

～
２
２
日
ま
で
一
問
一

答
質
問
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

質
問
戦
で
は
、
党
県
議

団
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

や
島
根
原
発
問
題
な
ど

を
取
り
上
げ
、
論
戦
す
る

予
定
で
す
。 

い
」
と
述
べ
、「
普
通
に
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
」
と
願
っ

て
い
る
沖
縄
の
人
た
ち
の
人

権
を
守
っ
て
く
れ
る
の
は
日

本
国
憲
法
だ
と
強
調
。
と
り

わ
け
憲
法
が
国
民
に
保
障
す

る
「
幸
福
追
求
の
権
利
」（
１

３
条
）
の
条
文
が
生
き
る
福

祉
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
も
「
国
民
の
不
断
の
努

力
」（
１
２
条
）
が
求
め
ら
れ

る
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
７
４
周
年
の
３
日
、
日
本


